
【情報】 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

⾳のデジタル表現について考える授業 
⾳のデジタル表現を題材として、アナログからデジタルへの変換について理解を深める。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
以前の授業の内容は、端的にまとめ
たテキストふせんと、教科書のイラ
ストなどを⽤いて確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
アナログ表現のもの、デジタル表現
のものについては、⽣徒が発⾔した
ものをテキストふせんに⼿描き機能
を⽤いて列挙していく。 
 

 

概要の説明 
前回までの授業で、デジタル表現につい
て学んだことを確認する。その上で、こ
の授業では、アナログ表現からデジタル
表現に変換する⽅法を学ぶことを伝え
る。 
 
 
 
 
 
復習 
以前の授業のおさらいとして、⾝の回り
のアナログ表現、デジタル表現を挙げさ
せる。コンピュータで扱うものはデジタ
ルデータであることを確認させる。 
 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：デジタル表現について⽣徒が主体的に学習できるように指導をする。 
⽣徒向けの⽬標：⾳のデジタル表現を通して、アナログ表現からデジタル表現に変換する⼿順や、

変換するときの注意事項を主体的に学習する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減 ：必要な情報はすべて、事前に作成しておいたテキストふせん・ファイルふせん

を投影するだけで済む。 
・⽣徒の理解促進：テキストふせんを⽤いたスライドや、リンクふせんから⾒られる YouTube 動

画などにより、デジタル表現について視覚的に学習できる。 
・探究学習促進 ：ファイルふせんを⽤いて表⽰したグラフに直接描画することにより、デジタル

表現に関する発展的なトピックについて簡便かつ主体的に学べる。 
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⾳の性質について端的にまとめたテ
キストふせんを⽤意する。 
周波数、周期などの概念は、Excel 等
で作成した図をファイルふせんに貼
り付け、そこ⼿描き機能で描き込み
ながら説明する。 
楽器の⾳波のシミュレーションは、
「PhET」
（https://phet.colorado.edu/sims/ht
ml/fourier-making-
waves/latest/fourier-making-
waves_all.html）の URL を貼り付け
たリンクふせんを⽤意し、送受信機
能で⽣徒に配布してやってもらう。 
 
 
 
標本化、量⼦化、符号化の定義はテ
キストふせんを⽤いて説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
標本化周期と標本化周波数について
端的に説明したテキストふせんを⽤
意する。 
y=1-2arccos(cos(2πx))/πを描画し
た Excel をファイルふせんに貼り付
けたものを⽤意し、それに⼿描き機
能で描き込む形で 4Hz の標本化のや
り⽅を⾒せる。その後、使⽤したフ
ァイルふせんを⽣徒に授業⽀援機能
で共有し、各⾃がファイルふせんに
描き込む形で 8Hz、2Hz、1Hz の標本
化を⾏う。	
 
 
 
 
 
リンクふせんを使って、YouTube 動
画「Stroboscopic Effect  ストロボ
効果」
(https://www.youtube.com/watch?v
=E1_earlXwVY)の 4 分 15 秒あたり
から再⽣する。 

前提知識の確認 
⾳とは、空気の振動が伝わっていく波の
現象であることを説明した上で、⾳の周
波数・周期の定義を確認させる。また、
⾳それ⾃体はアナログデータであること
も確認させる。 
⾳の⾼さ・⼤きさと、波のパラメータと
の関係についても適宜説明する。 
これらの説明の中で、楽器を鳴らした際
の⾳波について⽣徒たちにシミュレーシ
ョンしてもらう。 
 
 
 
 
 
 
重要語句の提⽰ 
デジタル化の⼿順として、標本化、量⼦
化、符号化の 3つがあることを説明す
る。それぞれの⼿順について説明してい
くことを伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
重要語句の解説① 
標本化は、時間軸でのデジタル化である
ことを説明する。標本化周期と標本化周
波数について説明する。 
y=1-2arccos(cos(2πx))/πを、標本化周
波数 4Hz で標本化する様⼦を⽰したあ
と、8Hz、2Hz、1Hz で各⾃で標本化させ
る。	
標本化周波数が⾼いほど、より多くの波
の情報を含んでいるが、その分データ量
が多くなることを確認させる。	
	
 
 
参考・補⾜ 
標本化周波数が 1Hzのとき、常に振幅が
同じになったことを確認させる。 
この例として、ストロボ効果を説明す
る。 
波の情報を伝えるには、⼀定以上の標本
化周波数が必要なことも理解させる。 
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重要語句の解説② 
量⼦化は、振幅に対するデジタル化であ
ることを説明する。 
標本化されたデータに対して、1刻みで
の量⼦化を⽰す。その後、各⾃で 0.5刻
みの量⼦化を⾏う。終わらなかったもの
は宿題とする。 
 
 
 
 
 
重要語句の解説③ 
符号化が、標本化と量⼦化で得られた数
値を⼆進数に変換することであることを
説明する。 
また、標本化、量⼦化、符号化によって
⾳のアナログ表現がデジタル表現になっ
たことを確認させる。 
 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
デジタル表現は、標本化、量⼦化、符号
化の 3つの⼿順で作られることを確認す
る。 
また、授業中に課した作業の中で⽣徒が
完了できていないものがあれば、それを
仕上げてくることを宿題にする。 
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標本化されたデータをテキストふせ
んに⽤意する。それを、Excel で作成
した図を貼り付けたファイルふせん
に描き込む形で、1刻みの量⼦化を
⾏う。その後、使⽤したファイルふ
せんを⽣徒に授業⽀援機能で共有
し、各⾃がファイルふせんに描き込
む形で 0.5刻みの量⼦化を⾏う。 
 
 
 
 
標本化、量⼦化、符号化によってデ
ジタル表現ができる様⼦を、Excel で
作成した図を貼り付けたファイルふ
せんを⽤いてアニメーション的に理
解させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
教師の説明をただ聞くだけでなく、
授業内で配布した各種ふせん類をデ
ジタルノート上にきちんと整理して
配置し、復習に役⽴てるよう指⽰す
る。 
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